実地医療の現場における栄養管理の意義と管理栄養士が果たす役割についての検証 ―病態別エネルギー産生栄養素比率の分析の意義― by 福田 也寸子




































結果では，冠動脈硬化病変は，危険因子保有数の多い冠動脈疾患患者 (45 人中 39
人,P=0.0228)及び MetS を有する(MetS(+))糖尿病患者(73 人中 23 人，P=0.0020)に有意に
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多いことが明らかになった．さらに，MetS(+)糖尿病患者で，過去 35 回分実践編参加の食











Ⅱ 食物アレルギー児を持つ母親自身の食事内容と QOL の関係の検討 
第 2 章では，自己管理能力の育成への支援の研究として，食物アレルギー児(FA 児)を持
持つ母親自身の栄養素等の摂取状況と QOL に関する検討を行い，生活特性の分析から QOL
改善に役立つ栄養支援のアプローチを検討した．FA 児を持つ母親 55 人(FA 群)と食物アレ
ルギーを持たない児の母親 47 人(NFA 群)を対象に,栄養素等の摂取状況を検討する目的で
簡易型自記式食事歴法質問票による調査と，生活特性を把握するための 2 種類のアンケー
ト調査を行った．さらに，FA 群には Food Allergy Quality of Life Parental Burden 
questionnaire調査を行った．FA群と NFA群の 2群間で栄養素等の摂取量に差はなかった．
母親の Body Mass Index(BMI)は FA 群(20.2±2.4 ㎏/㎡)の方が，NFA 群(21.9±3.6 ㎏/㎡)
よりも有意に低く(P=0.011)，BMI18.5 ㎏/㎡未満の低体重者は，FA 群(55 人中 15 人)の方
が NFA 群(44 人中 4 人)よりも有意に多かった(P=0.038)．さらに FA 群内で横断的に分析し
たところ，児が卵・乳・小麦の三大原因食品を複合して有する場合(複合群)，母親の BMI
は，複合群(19.2±1.5 ㎏/㎡)の方が，三大原因食品のうち卵のみを有する群(卵のみ群：
21.3±2.8 ㎏/㎡)よりも有意に低く(P=0.013)，BMI18.5 ㎏/㎡未満者は，複合群(23 人中 10








第 3 章では，食道がん手術後患者への NST 手法を用いた栄養管理がもたらすアウトカム
効果の検討を介して，栄養治療の手段，集学的治療への貢献を目指す栄養管理体制，NST





立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター：センター)を例に，NST 手法を用い
た栄養管理がもたらすアウトカム効果を検証した．センターの栄養サポートチーム(NST)



































MetS を有する糖尿病患者群(n=73)と，MetS を有しない糖尿病患者群(n=149)の 2 群に
対し，副食中のたんぱく質と脂質のエネルギー量比(P%E/F%E)を検討した結果，主食とし





#2．食物アレルギー(FA)患児を持つ母親自身の食事内容と QOL の関係の検討 
  
FA 患児を持つ母親(FA 群：n=55)と，FA 患児を持たない母親(NFA 群：n=47)の間で，
2 群間の栄養素等摂取状況と QOL の関係を比較した．その結果，摂取エネルギー量・たん
ぱく質量等に差は無かったが，FA 群において，1,000kcal あたりの炭水化物摂取量が有意
に多く (P=0.0455)，脂質摂取量が有意に少なかった (P=0.0431)．さらに体格指数 (Body 















り，NST 稼働の Before and after study design による 2 群間で収集された背景(属性)，摂
取栄養，アウトカム指標を比較検討している．その結果，NST 稼働前後の比較により，手
術後経腸栄養法の開始日が有意に早く(4.5 vs. 7.1 日，P＜0.01)，手術後の体重の減少量が
小さい傾向を認めた(3.9 vs. 11.4 kg，P=0.06)．この結果は，低栄養の強い食道がん患者に
対して，NST による早期経腸栄養の開始をはじめとした系統的な栄養サポートを施行する
ことで，手術後の臨床経過を有意に改善できたことを示すと考えられる． 
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 以上，3 つの異なるテーマとそれに付随する観点から，管理栄養士の参加による効果を
検討した本博士論文は，生活習慣病としての糖尿病，小児の罹患疾患として今後もますま
す増加することが推測されている食物アレルギー患児の，今までにほとんど検討されてい
なかった母親の食生活に関する分析，さらに先端がん医療専門病院において，手術侵襲が
最も大きく，手術後の栄養サポートが，患者の生死を含めたアウトカムに対する効果を科
学的に検証したと考えられる． 
臨床現場において，遭遇する様々な病態の患者に対して，治療効果や QOL を向上させ
るため，様々の取り組みの可能性があるが，本論文は，3 種類の病気に対して，管理栄養
士として，新しい観点の取り組みを導入し，その効果を科学的に検証しており，今後の管
理栄養士の臨床研究の進め方と専門的立場に立った報告のあり方の事例を提示するもので
あり，後に続く臨床現場の管理栄養士の研究意欲を高める意欲的な研究と考える． 
 以上の点を総合して，本論文を学位論文に値するものと判定する． 
